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令和６年度 横浜市交通安全

シルバーリーダー養成研修会

横浜市道路局道路政策推進課
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配布資料の確認

○次第

○ 研修資料

○ 反射材チラシ

○ サポカーチラシ

○ 免許返納チラシ

○ アンケート用紙

〇配布資料の確認
・次第
・３枚つづりのホチキス留めがされた研修資料
・ピカピカ光って夜道も安⼼！と書かれたチラシ
・セーフティ・サポートカーでドライブに安⼼を！と書かれたチラシ
・今の運転で⼤丈夫ですか？と書かれたチラシ
・アンケート⽤紙
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本日のカリキュラム

10：15 シルバーリーダーとしての活動について

10：30 研修（交通事故防止について）

（神奈川県くらし安全交通課）

10：40 研修（横浜市道路局道路政策推進課）

11：40 アンケートの記入

11：45 アンケート用紙回収・修了証のお渡し

第１回（午前の部）⽤
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本日のカリキュラム

14：00 シルバーリーダーとしての活動について

14：15 研修（交通事故防止について）

（神奈川県くらし安全交通課）

14：25 研修（横浜市道路局道路政策推進課）

15：25 アンケートの記入

15：30 アンケート用紙回収・修了証のお渡し

第２回（午後の部）⽤
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交通安全シルバーリーダーの活動について

シルバーリーダーとは
交通安全シルバーリーダーは、高齢者の
交通安全に理解と熱意があり、区長の推
薦を受けて横浜市が行う研修を修了した
者とする。

本⽇の研修を受講いただくと、皆さんは「交通安全シルバーリーダー」となりま
す。
交通安全シルバーリーダーは「⾼齢者交通安全指導者」のことを⾔い、地域で交
通ルールやマナーの周知・啓発を率先して⾏っていただくこととなります。

では、交通安全シルバーリーダーとして、具体的に皆さんにどのような活動を
⾏っていただくのかご説明していきます。
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交通安全シルバーリーダーの活動について

活動内容
〇シニアクラブや町内会等の地域において、
交通事故防止についての話し合いを主宰し
交通ルールやマナーについて周知する。

活動内容の１つ⽬

皆さん、シニアクラブ・⽼⼈会、⾃治会・町内会などに所属されていらっしゃる
⽅が多いかと思います。

交通事故防⽌についての話し合う会合を開催するというのは、なかなかハードル
が⾼いかもしれませんが、何かのイベントと抱き合わせでも構いません。
交通ルールの周知をするとともに、どうすれば交通事故を防⽌できるか、などの
話し合いをしていただきたいと思います。
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交通安全シルバーリーダーの活動について

活動内容
〇地域等での集会、文化活動等の機会を利
用して、交通安全についての啓発を行う。

活動内容の２つ⽬

先ほど、何かのイベントと抱き合わせでも構いませんとお話ししましたが、地域の集ま
りの際などに、交通安全の啓発を⾏っていただきたいと思います。
たとえば、とある地域では障がい者スポーツ「ボッチャ」のイベントと同時に交通安全
DVDの視聴を⾏っているそうです。

また、会合がある際にほんの数分だけ交通安全についてお話しいただくなどでも構いま
せん。
「横断歩道があるときは、横断歩道を渡ること」「信号を守ること」「⾃転⾞はクルマ
の仲間」など、基本的なことをお伝えいただくほか、普段ご⾃⾝で“危険だな” と思った
エピソードをお話しいただくのも効果的かと思います。
例）歩道を歩いていたら⾃転⾞が猛スピードで⾛ってきてぶつかりそうになった…など
の経験
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交通安全シルバーリーダーの活動について

活動内容の２つ⽬ 続き

（反射材チラシ、サポカーチラシ、免許返納チラシを⾒せながら）
また、本⽇お渡ししたこちらのチラシをコピーしお渡しいただくなどにより啓発いただ
くのも効果的だと思います。

普段交通安全に関⼼のない⽅にお伝えすることが、地域のさらなる安全につながってい
くと思いますので、ぜひ積極的に啓発していただければと思います。
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交通安全シルバーリーダーの活動について

活動内容
〇反射材や目立つ色の服等を自ら率先して
着用するとともに、地域の高齢者の着用を
促進する。

続けて、活動内容の３つ⽬

特に秋から冬にかけてのこの時期は、⽇が暮れるのが春から夏に⽐べて早くなっ
ています。

暗い時間帯では、歩⾏者や⾃転⾞はドライバーから発⾒されにくく、事故に遭い
やすくなりますが、反射材を⾝に着けたり、明るい⾊の服を着⽤したりすること
で、ドライバーに気づかれやすくなる効果があります。

⾛っている⾞がブレーキをかけて完全に⽌まるまでには時間と距離がかかります。
速度が落ちる過程でも⾞は進み続けるので、すぐには⽌まれません。
路⾯状況や⾞の重さなどにもよりますが、時速60キロで⾛⾏している⾞がブ
レーキをかけて⽌まるまで、約33メートルから45メートルほど必要と⾔われて
います。

⼣暮れから夜間にかけての交通事故を防ぐためには、いかに早くドライバーから
視認されるかというところが⼤切か、お分かりいただけたでしょうか。皆さん⾃
⾝が反射材を活⽤し、明るい⾊の服を着⽤していただくとともに、周囲の⽅々へ
も、ぜひこの話をお伝えいただければと思います。
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交通安全シルバーリーダーの活動について

活動内容
〇地域等における各種交通安全運動や市・
区から要請された活動に参加、協力する。

駅前、街⾓、商店街などで、「交通安全運動」のキャンペーンを⾒かけたことも
ある⽅もいらっしゃるのではないでしょうか。
もしかすると、定期的にキャンペーンに参加いただいている⽅もいらっしゃるか
もしれません。
参加したことはないが興味がある…という⽅は、各区役所を中⼼に実施している
交通安全活動に、積極的にご参加いただければと思います。

いまお伝えした活動内容は⼀例であり、その他の活動を限定するものではありま
せん。
地域の皆さんが交通事故の加害者や被害者にならないための活動であれば、どの
ようなことでも、シルバーリーダーとして⼤切な活動となると思います。
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交通安全シルバーリーダーの活動について

〇サポカーチラシについて
〇免許返納チラシについて

・⼤切な交通⼿段である⾞、その⼀⽅で交通事故のリスクもある
・交通事故のリスクを軽減してくれるサポカー、お⾦はかかりますが安⼼を買う
意味でも、乗り替えの検討を
・運転に不安がある⽅やご家族、知⼈の⽅は、相談窓⼝に（＃８０８０で地域の
管轄の警察署につながります）

皆さんご⾃⾝のお話だけではなく、地域の皆さん、ご近所の⽅、親戚の⽅など、
皆さんの周りで⾞を運転する⽅へお伝えいただきたいと思います。
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交通安全シルバーリーダーの活動について

〇はたふり、みまもり活動について

⽇頃から、通学路において登下校中の⼦どもたちの⾒守り活動、はたふり誘導活動を実施いただいている⽅、いらっしゃ
いますでしょうか？

通学路においてはたふり活動を実施される⽅に向けて、安全な誘導⽅法・誘導のポイントをお伝えする動画がありますの
で、まずはご覧ください。

動画の中でもありましたように、⼦どもの特性を理解しサポートすることで、交通事故に遭うリスクを減らすことができ
ます。
はたふり活動・⾒守り活動をする⽅はもちろん、そうでない⽅も、道路でお⼦さんが歩いているのを⾒かけたときに意識
していただき、危険な場⾯に遭遇した際は、「⾞が来ているよ」などと声をかけ、⼦どもたちのサポートをしてあげてく
ださい。

また、誘導者⾃⾝が安全を確保することも⼤切です。
誘導者が事故に遭ってしまうと、⼦どもたちを守ることができなくなるほか、近くにいる⼦どもたちも事故に巻き込まれ
る危険もあります。
歩道がある道路で⼦どもたちを誘導する際は、⾞道に出ずに歩道で誘導をしていただくようお願いします。

インターネットを使われる⽅は、「横浜市 はたふり動画」と検索いただくと、この動画をYouTubeで視聴いただけま
す。
動画を活⽤して、より安全に⼦どもたちを⾒守っていただくとともに、ぜひ、周囲の⽅へもこの動画を勧めていただけま
すと幸いです。
地域の⼦どもたちを守るため、皆さまご協⼒、よろしくお願いいたします。
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交通安全シルバーリーダーの活動について

〇はたふり、みまもり活動について

「通学路のはたふり誘導 –
YouTube

https://www.youtube.com/
watch?v=1SR33_WJfu0

最後に、はたふり活動・⾒守り活動についてお話しさせていただきます。

通学路においてはたふり活動を実施される⽅に向けて、安全な誘導⽅法・誘導のポイントをお伝えする動画がありますの
で、まずはご覧ください。

動画の中でもありましたように、⼦どもの特性を理解しサポートすることで、交通事故に遭うリスクを減らすことができ
ます。
はたふり活動・⾒守り活動をする⽅はもちろん、そうでない⽅も、道路でお⼦さんが歩いているのを⾒かけたときに意識
していただき、危険な場⾯に遭遇した際は、「⾞が来ているよ」などと声をかけ、⼦どもたちのサポートをしてあげてく
ださい。

また、誘導者⾃⾝が安全を確保することも⼤切です。
誘導者が事故に遭ってしまうと、⼦どもたちを守ることができなくなるほか、近くにいる⼦どもたちも事故に巻き込まれ
る危険もあります。
歩道がある道路で⼦どもたちを誘導する際は、⾞道に出ずに歩道で誘導をしていただくようお願いします。

普段インターネットを使われる⽅は「横浜市 はたふり動画」と検索いただくと、この動画をYouTubeで視聴いただけ
ます。
動画を活⽤して、より安全に⼦どもたちを⾒守っていただくとともに、ぜひ、周囲の⽅へもこの動画を勧めていただけま
すと幸いです。
地域の⼦どもたちを守るため、皆さまご協⼒、よろしくお願いいたします。


